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し
、「
教
頭
雇
入
相
成
候
上
へ
更
ニ
北
海
道
適
宜
ノ
教
則
改
議
致
シ
度
」
と
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
参

考
に
し
て
、
教
頭
（
外
国
人
教
師
の
招
聘
を
前
提
と
し
て
い
る
）
が
決
ま
っ
た
後
、
北
海
道
に
適
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い

く
こ
と
を
伺
い
出
て
い
る
（
札
幌
農
学
校
簿
書
〇
二
五
）。
そ
し
て
、
三
月
、
仮
学
校
の
札
幌
移
転
が
決
定
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
八
七
五
年
の
専
門
科
開
設
は
既
定
路
線
で
あ
っ
た
が
、
仮
学
校
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
面
で
教
育
機
関
と
し
て
は
不

安
定
で
あ
る
と
い
う
判
断
が
あ
り
、
新
た
な
組
織
と
し
て
専
門
科
に
確
固
た
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
す
る
た
め
に
は
、
実
地
札
幌
へ

の
開
設
が
必
要
と
さ
れ
た
。
仮
学
校
の
札
幌
移
転
に
は
、
十
分
な
教
育
効
果
を
期
待
で
き
な
い
仮
学
校
自
体
の
清
算
と
い
う
意
味
合
い

も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
八
七
五
年
八
月
、
仮
学
校
は
札
幌
に
移
転
し
、
札
幌
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
翌
七
六
年
八
月
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
長

Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク
を
教
頭
に
招
き
、
専
門
科
と
し
て
札
幌
農
学
校
が
開
校
し
た
。

第
二
章

札
幌
農
学
校
北
一
条
キ
ャ
ン
パ
ス
の
形
成

一
八
七
五
〜
一
九
〇
三
年

一
八
七
五
年
、
札
幌
学
校
と
し
て
開
校
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
（
便
宜
上
、
北
一
条
キ
ャ
ン
パ
ス
と
す
る
）
は
、
現
在
札
幌
時
計
台
の
位

置
す
る
北
一
条
西
二
丁
目
と
北
二
条
通
、
北
二
条
西
二
丁
目
を
中
心
に
学
校
施
設
を
配
置
し
、
さ
ら
に
北
一
〜
二
条
の
西
一
丁
目
の
区

画
の
西
側
半
分
を
含
め
た
四
街
区
を
含
む
区
域
で
あ
っ
た
。
西
側
を
上
川
通
（
現
西
三
丁
目
通
）、
南
側
を
浜
益
通
（
現
北
一
条
通
）、

北
側
を
札
幌
通
（
現
北
三
条
通
）
で
囲
ま
れ
た
敷
地
で
、
校
内
諸
施
設
は
上
川
通
側
、
つ
ま
り
札
幌
本
庁
に
対
面
す
る
よ
う
に
建
ち
並

ん
で
い
た
。

253253253253253253253253 第二章 札幌農学校北一条キャンパスの形成



他
の
官
舎
な
ど
と
同
様
に
敷
地
区
画
を
土
塁
で
取
り
囲
み
、
南
北
一
二
〇
間
、
東
西
一
一
二
間
二
尺
五
寸
、
面
積
一
万
三
四
九
〇
坪

（
約
四
万
四
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
占
め
る
（
越
野
武
「
札
幌
農
学
校
の
建
築
」『
北
大
百
年
史
』
通
説
、
六
二
四
ペ
ー
ジ
）。
一

八
八
五
年
十
二
月
末
に
は
、
一
万
三
六
二
四
坪
と
記
録
さ
れ
て
い
る
（『
創
基
五
十
年
記
念
北
海
道
帝
国
大
学
沿
革
史
』、
以
下
『
沿
革

史
』
と
略
す
、
九
九
ペ
ー
ジ
）。
上
川
通
側
に
は
表
門
と
寄
宿
所
通
用
門
の
ほ
か
通
用
門
が
一
カ
所
構
え
ら
れ
、
さ
ら
に
、
札
幌
通
に

二
カ
所
、
浜
益
通
に
一
カ
所
通
用
門
が
あ
っ
た
（p.a.003

）〔
以
降
、『
写
真
集
北
大
１２５
年
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
は
（p.a.

）
と
し
て

図
版
番
号
を
記
す
〕。

第
一
節

札
幌
学
校
期
の
講
堂
・
寄
宿
所

開
校
時
の
施
設
は
、
講
堂
（
の
ち
の
北
講
堂
）（p.a.005

）
と
寄
宿
所
（
の
ち
の
寄
宿
舎
）（p.a.004

）
の
二
つ
で
あ
る
。

講
堂
は
、
一
八
七
三
年
に
建
設
さ
れ
た
開
拓
使
外
国
人
顧
問
宿
舎
の
一
つ
、
洋
造
弐
邸
（
俗
称
ケ
プ
ロ
ン
館
）
を
、
七
五
年
五
月
改

装
起
工
、
七
月
に
竣
工
し
て
転
用
し
た
。
建
築
面
積
は
一
一
四
坪
四
五
八
（『
開
拓
使
事
業
報
告
第
貮
編

勧
農
・
土
木
』
家
屋
表
、

六
八
四
ペ
ー
ジ
）、
洋
造
弐
邸
時
代
よ
り
も
三
八
坪
余
の
増
築
で
あ
っ
た
。
木
造
二
階
建
て
の
古
典
的
作
風
を
示
す
建
物
で
、
柾
葺
き

寄
棟
屋
根
、
棟
押
さ
え
の
両
端
に
開
拓
使
の
マ
ー
ク
で
あ
る
五
稜
星
形
の
棟
飾
り
を
飾
る
。
下
見
板
張
り
の
外
壁
に
、
一
階
は
三
角
、

二
階
は
櫛
形
の
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
（
破
風
）
を
飾
る
窓
を
配
置
し
、
鎧
戸
付
き
両
内
開
き
の
ガ
ラ
ス
窓
と
し
て
い
る
。
主
屋
南
側
の
張
出

し
部
分
か
ら
廊
下
で
連
絡
す
る
東
側
増
築
平
家
部
分
は
、
軒
飾
り
を
付
け
、
三
角
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
を
付
け
た
上
下
げ
窓
と
、
主
屋
と
は

異
な
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
建
設
さ
れ
て
い
る
。
洋
造
弐
邸
の
よ
う
な
際
立
っ
た
古
典
的
作
風
は
、
七
七
年
こ
ろ
か
ら
、
よ
り
簡
素
な
洋
風

手
法
に
変
化
し
て
お
り
、
こ
の
増
築
部
分
も
そ
の
傾
向
の
一
端
と
い
え
る
。

講
堂
は
大
小
九
室
に
分
割
し
、
う
ち
五
室
を
教
場
、
他
は
校
長
室
、
教
員
室
、
書
籍
室
と
し
た
（『
沿
革
史
』
三
二
ペ
ー
ジ
）
が
、
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一
八
七
七
年
に
大
幅
に
改
修
し
、
二
階
は
、
講
堂
製
図
室
と
理
学
・
機
械
学
の
器
械
室
各
一
室
に
、
一
階
は
予
科
教
場
三
室
と
読
書
房

と
し
た
（『
札
幌
農
黌
第
二
年
報
』
三
〜
四
ペ
ー
ジ
）。

こ
の
講
堂
は
一
八
八
八
年
五
月
に
焼
失
し
、
翌
八
九
年
同
じ
位
置
に
、
旧
講
堂
よ
り
も
規
模
の
大
き
な
木
造
二
階
建
て
の
講
堂
が
新

築
さ
れ
た
。
左
右
の
翼
部
を
や
や
突
出
し
た
Ｈ
型
平
面
の
建
物
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
南
側
に
竣
工
し
た
豊
平
館
（
八
〇
年
）
の
外
観
に

類
似
の
意
匠
の
建
物
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
こ
ろ
に
は
、
階
上
は
土
木
工
学
科
教
室
、
製
図
室
、
階
下
は
動
物
学
実
験
室
、
物
理
学

器
械
室
、
農
業
経
済
学
演
習
室
、
予
修
科
教
室
、
森
林
科
教
室
、
教
官
室
に
あ
て
ら
れ
た
（
前
掲
越
野
論
文
、
六
五
二
ペ
ー
ジ
）。

一
八
七
五
年
八
月
に
新
築
さ
れ
た
寄
宿
所
（p.a.004

）
は
、
建
坪
三
七
七
坪
七
四
七
、
経
費
一
万
二
七
九
〇
円
を
投
じ
て
完
成
し
た
。

西
側
の
平
家
主
棟
は
、
桁
行
一
九
二
尺
、
間
口
三
九
尺
、
表
門
と
寄
宿
所
通
用
門
の
ち
ょ
う
ど
突
き
当
た
り
に
切
妻
屋
根
の
玄
関
ポ
ー

チ
を
つ
け
る
。
表
門
側
は
表
玄
関
、
通
用
門
側
が
生
徒
用
玄
関
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
主
棟
の
東
側
の
付
属
棟
と
は

三
本
の
廊
下
で
連
絡
し
、
北
側
廊
下
に
続
く
平
家
は
、
病
室
、
物
置
、
ラ
ン
プ
置
所
、
靴
製
所
な
ど
、
中
央
廊
下
は
便
所
、
湯
殿
、
割

烹
場
に
連
絡
し
、
割
烹
場
に
接
す
る
南
側
二
階
建
て
部
分
は
、
一
階
を
会
食
所
、
二
階
を
講
堂
と
し
た
。

「
男
生
徒
寄
宿
所
絵
図
面
」（
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
蔵
、p.a.009

）
に
よ
れ
ば
、
中
廊
下
を
挟
ん
で
、
東
西
に
一
五
尺
角
の
正

方
形
の
生
徒
舎
を
一
四
室
並
べ
、
ほ
か
に
生
徒
取
締
寄
宿
所
（
二
室
）、
生
徒
支
給
品
置
所
、
応
接
所
、
学
校
掛
詰
所
、
小
使
詰
所
、

物
置
、
髪
カ
リ
所
、
湯
呑
所
を
並
べ
る
計
画
で
あ
っ
た
。
生
徒
舎
二
室
の
間
に
は
暖
炉
ら
し
き
も
あ
る
が
、
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
な
お
、
生
徒
舎
の
数
に
つ
い
て
、『
沿
革
史
』
で
は
「
生
徒
室
二
十
四
」
と
あ
る
の
で
、
二
階
増
築
分
六
室
を
引
い
た
一
八

室
の
生
徒
舎
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

寄
宿
所
の
住
み
心
地
は
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
廊
下
や
舎
房
の
換
気
は
か
な
り
悪
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
こ
と
は
、
一
八

八
一
年
二
月
一
日
付
で
農
学
教
頭
心
得
Ｗ
・
Ｐ
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
、「
寄
宿
舎
喚
気
改
良
の
進
言
」
を
開
拓
権
大
書
記
官
鈴
木
大
亮
宛

に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
（『
北
大
百
年
史
』
札
幌
農
学
校
史
料
（
一
）、
五
三
八
〜
五
三
九
ペ
ー
ジ
）。
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主
屋
中
央
部
の
二
階
六
室
分
の
増
築
は
、
生
徒
増
に
と
も
な
っ
て
、
一
八
七
八
年
八
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。

第
二
節

書
籍
庫
・
舎
密
所

一
八
七
六
年
八
月
、
札
幌
農
学
校
と
改
称
し
、
十
四
日
開
校
式
が
行
わ
れ
た
。
同
年
十
二
月
、
講
堂
の
南
隣
、
演
武
場
予
定
地
と
の

間
に
、
木
造
二
階
建
て
、
建
築
面
積
一
五
坪
の
小
さ
な
書
籍
庫
（p.a.012

）
が
建
て
ら
れ
た
。
あ
わ
せ
て
講
堂
内
の
書
籍
室
は
講
堂
に

転
換
さ
れ
、
翌
年
九
月
講
堂
の
改
修
の
際
に
読
書
房
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
柾
葺
き
切
妻
屋
根
の
質
素
な
建
物
で
、
二
階
妻
面
の
上
下

げ
窓
を
除
き
、
窓
に
は
鉄
棒
柵
を
立
て
込
ん
で
い
た
。
ま
た
床
下
換
気
を
考
慮
し
た
よ
う
で
、
一
階
床
面
を
や
や
高
く
し
て
い
る
。
し

か
し
、
当
時
の
教
官
と
協
議
せ
ず
に
建
て
ら
れ
た
（
Ｗ
・
ホ
イ
ー
ラ
ー
「
札
幌
農
学
校
長
調
所
広
丈
宛
書
簡
」『
北
大
百
年
史
』
札
幌

農
学
校
史
料
（
一
）、
三
〇
七
〜
三
一
〇
ペ
ー
ジ
）
た
め
、
木
造
で
あ
る
こ
と
へ
の
防
火
上
の
不
安
や
書
籍
庫
と
読
書
室
が
別
棟
で
あ

る
こ
と
の
不
便
な
ど
、
す
こ
ぶ
る
不
評
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
、
九
〇
年
十
一
月
、
書
籍
庫
の
前
方
に
や
は
り
簡
素
な
書
籍
庫
事

務
所
（p.a.012

）
が
増
築
さ
れ
た
。

一
八
七
七
年
八
月
、
校
内
の
南
東
端
、
寄
宿
所
の
東
側
に
Ｄ
・
Ｐ
・
ペ
ン
ハ
ロ
ー
設
計
の
舎
密
所
が
新
築
さ
れ
た
。
木
造
二
階
建
て
、

正
方
形
平
面
の
単
純
な
建
築
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
史
料
に
よ
っ
て
面
積
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。「
引
継
書
・
建
築
一
覧
表
」（『
北

大
百
年
史
』
札
幌
農
学
校
史
料
（
一
）、
六
一
四
ペ
ー
ジ
）
に
は
総
建
坪
三
六
坪
と
あ
る
が
、『
札
幌
農
黌
第
一
年
報
』
で
は
四
〇
平
方

英
尺
、
つ
ま
り
四
四
坪
四
四
四
で
あ
る
。
方
形
屋
根
に
二
本
の
集
合
煙
突
を
立
て
、
西
側
に
入
口
を
持
つ
建
物
で
、
二
階
は
講
堂
、
機

械
室
、「
鉱
鑛
学
地
質
学
及
ヒ
化
学
採
蒐
物
ノ
陳
列
場
」（『
札
幌
農
黌
第
一
年
報
』）
の
三
室
、
一
階
は
分
析
教
場
、
定
量
分
析
室
、
天

秤
室
、
竈
室
の
四
室
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
資
料
類
の
保
管
庫
、
整
理
作
業
室
が
地
階
に
あ
っ
た（
前
掲
越
野
論
文
、
六
四
九
ペ
ー
ジ
）。

農
学
校
開
設
後
に
落
成
し
た
重
要
建
築
物
の
は
じ
め
と
さ
れ
、
建
築
費
及
び
薬
品
代
を
合
わ
せ
て
初
年
に
約
八
〇
〇
〇
円
を
要
し
た
と
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い
う
（『
沿
革
史
』
六
九
ペ
ー
ジ
）。

第
三
節

本
草
園
と
植
物
園
・
博
物
場

一
八
七
八
年
二
月
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
北
隣
、
北
三
条
西
一
丁
目
の
開
拓
使
勧
業
課
の
附
属
地
三
六
〇
〇
坪
と
培
養
植
物
全
部
が
札
幌

農
学
校
に
移
管
さ
れ
、
本
草
園
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
敷
地
の
北
端
に
は
、
七
六
年
に
Ｌ
・
ベ
ー
マ
ー
設
計
に
よ
る
四
九
坪
一
〇
の
木
造

温
室
（p.a.262

）
が
あ
っ
た
。
前
年
に
は
、
校
内
敷
地
の
東
側
に
樹
木
園
お
よ
び
灌
木
園
が
創
設
さ
れ
、
道
産
の
樹
木
を
植
え
る
計
画

も
開
始
さ
れ
て
い
た
。
八
〇
年
の
配
置
図
（p.a.002

）
に
よ
り
、
西
側
は
半
円
と
長
方
形
を
組
み
合
わ
せ
た
幾
何
学
的
区
画
に
園
芸
植

物
を
栽
培
し
た
植
物
園
、
東
側
は
苗
圃
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
八
五
年
十
二
月
末
で
、
二
七
〇
〇
坪
と
記
録
さ
れ

て
い
る
（『
沿
革
史
』
九
九
ペ
ー
ジ
）。

こ
の
温
室
は
、
一
八
八
六
年
十
月
三
十
日
、
現
在
の
植
物
園
に
移
築
さ
れ
た
（p.a.264

）。

現
植
物
園
の
設
計
は
一
八
八
三
年
に
初
代
植
物
園
長
宮
部
金
吾
が
着
手
し
、
翌
八
四
年
七
月
北
海
道
事
業
管
理
局
札
幌
農
業
事
務
所

所
管
の
博
物
場
と
附
属
地
一
万
五
千
余
坪
を
、
八
五
年
二
月
に
は
其
接
続
官
有
地
六
一
六
十
余
坪
を
割
譲
さ
れ
、
八
六
年
に
概
略
竣
成

し
て
い
る
。
天
然
の
風
致
を
重
視
し
、
水
系
や
巨
樹
な
ど
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
、
九
〇
年
に
は
園
内
に
自
然
分
科
園
、
樹
木
園
、
灌
木

園
、
温
室
附
属
園
、
試
験
園
な
ど
を
配
置
し
た
。

博
物
場
は
、
一
八
七
七
年
、
開
拓
使
が
北
七
条
西
七
丁
目
偕
楽
園
内
に
設
け
た
仮
博
物
場
に
始
ま
る
が
、
八
〇
年
に
は
旧
牧
羊
場
に

博
物
場
（p.a.258,259

）
が
計
画
さ
れ
た
。
設
計
は
ボ
ス
ト
ン
の
建
築
家
ベ
ー
ト
マ
ン
に
依
頼
さ
れ
た
。
木
造
二
階
建
て
の
建
物
は
、

中
央
の
二
階
建
て
部
分
の
左
右
に
一
階
下
屋
を
付
加
し
た
構
成
で
、
Ｔ
型
平
面
と
あ
わ
せ
て
、
教
会
堂
に
一
般
的
に
見
ら
れ
る
バ
シ
リ

カ
形
式
を
援
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
正
面
か
ら
み
る
と
三
つ
の
破
風
が
並
び
、
玄
関
ポ
ー
チ
周
り
の
細
部
意
匠
や
星
形
紋
章
の
配
置
な
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ど
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
開
拓
使
の
建
築
と
は
雰
囲
気
の
異
な
る
華
や
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
八
一
年
に
着
工
、
翌
八
二
年
六
月
に

竣
工
す
る
が
、
直
前
の
二
月
に
開
拓
使
が
廃
止
さ
れ
る
の
で
、
開
拓
使
最
後
の
作
品
と
も
い
え
る
。

博
物
場
の
名
称
は
、
一
八
九
五
年
に
博
物
館
と
な
る
（『
札
幌
事
始
』）。
博
物
場
時
代
の
建
物
と
し
て
は
、
ほ
か
に
倉
庫（p.a.618

）

や
便
所
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。
事
務
所
（p.a.266,617

）
は
一
九
〇
〇
年
、
門
衛
所
（p.a.267

）
は
一
一
年
に
建
築
さ
れ
た
。
倉
庫
は

一
八
八
四
年
に
建
築
さ
れ
た
が
、
事
務
所
の
新
築
に
と
も
な
い
曳
家
さ
れ
た
。
現
在
の
腰
折
れ
屋
根
の
小
屋
裏
利
用
型
の
外
観
は
後
の

改
変
で
、
創
建
時
に
は
柾
葺
き
の
切
妻
屋
根
で
あ
っ
た
。
便
所
も
同
年
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

第
四
節

農
黌
園

札
幌
農
学
校
開
校
式
の
翌
九
月
、
開
拓
使
勧
業
課
の
属
地
三
〇
万
四
五
〇
〇
坪
が
移
管
さ
れ
、
農
黌
園
（p.a.286

）
と
命
名
さ
れ
た
。

現
在
の
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
（
便
宜
上
、
北
八
条
キ
ャ
ン
パ
ス
と
す
る
）
と
な
る
敷
地
の
一
部
分
で
あ
り
、
一
八
八
五
年
末
に
は
、
「
北

七
条
番
外
地

農
園

一
四
六
万
七
千
一
八
八
坪
」
の
規
模
と
な
っ
て
い
る
。
学
生
の
農
業
実
習
用
に
供
す
る
た
め
、
園
内
に
モ
デ
ル

バ
ー
ン
（
模
範
家
畜
房
）
の
ほ
か
厩
舎
や
穀
倉
等
を
建
築
し
、
農
業
現
術
実
習
の
場
所
と
さ
れ
た
。
畜
力
農
具
や
外
国
種
の
牧
草
・
家

畜
を
導
入
し
、
洋
式
有
畜
農
法
の
北
海
道
へ
の
普
及
拠
点
と
な
っ
た
。
九
〇
年
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
南
東
の
土
地
・
建
物
が
札
幌
同
窓

会
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
札
幌
同
窓
会
第
一
農
園
と
呼
称
さ
れ
た
が
、
九
五
年
に
農
学
校
に
寄
付
さ
れ
、
第
二
農
場
と
命
名
さ
れ
た
。

一
八
八
二
年
ま
で
に
設
置
さ
れ
た
施
設
の
内
、
模
範
家
畜
房
（
七
七
年
、p.a.313,314

）、
同
建
増
（
現
種
牛
舎
、
八
二
年
）、
穀
物

庫
（
玉
蜀
黍
貯
蔵
場
、
七
七
年
）
の
三
棟
は
、
一
九
〇
九
〜
一
〇
年
に
移
築
さ
れ
、
北
一
八
条
の
現
第
二
農
場
内
に
現
存
し
て
い
る
。

ほ
か
に
、
興
味
深
い
施
設
と
し
て
、
派
出
所
（
一
八
七
九
年
）、
器
械
庫
（
七
五
年
）、
大
工
細
工
場
（
八
〇
年
）、
製
糖
所
（
七
九
年
）、

排
水
管
製
造
所
（
七
九
年
）、
同
焼
竈
（
七
九
、
八
〇
年
）、
鍛
冶
細
工
場
（
八
〇
年
）、
燻
肉
製
造
所
（
八
二
年
）
な
ど
が
あ
っ
た
。
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排
水
管
製
造
所
は
、
排
水
瓦
管
製
造
の
た
め
の
施
設
で
、
建
築
費
六
二
四
円
九
八
五
、
三
〇
尺
四
方
の
平
面
の
一
方
に
六
〇
尺
×
一

五
尺
の
長
方
形
平
面
の
建
築
を
接
続
し
て
い
た
。
中
央
の
正
方
形
部
分
に
馬
二
〜
三
頭
で
回
転
さ
せ
る
砕
土
機
を
置
き
、
長
方
形
平
面

の
建
物
に
は
製
瓦
器
械
、
煉
土
盤
、
乾
燥
棚
な
ど
が
置
か
れ
、
近
く
の
焼
竈
で
一
日
二
〇
〇
〇
〜
三
〇
〇
〇
個
の
製
品
を
製
造
し
て
い

た
（『
札
幌
農
黌
第
三
年
報
』
二
七
ペ
ー
ジ
）。

同
年
建
設
の
派
出
所
は
、
木
造
二
階
建
て
、
建
坪
三
一
坪
、
事
務
室
、
職
工
居
室
三
室
、
厨
房
、
浴
室
、
食
器
室
な
ど
で
構
成
さ
れ
、

一
二
七
〇
円
八
五
三
で
完
成
し
た
が
、
当
初
二
階
は
未
完
で
あ
っ
た
と
い
う
（『
札
幌
農
黌
第
三
年
報
』
三
三
ペ
ー
ジ
）。

サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
西
側
、
現
文
系
校
舎
付
近
の
農
場
は
、
一
八
八
七
年
に
北
海
道
庁
か
ら
移
管
さ
れ
た
札
幌
育
種
場
で
、
同
年
設

置
の
農
芸
伝
習
科
の
土
地
・
施
設
と
し
て
転
用
さ
れ
た
。
九
五
年
に
第
一
農
場
と
改
称
し
、
農
芸
伝
習
科
ば
か
り
で
な
く
札
幌
農
学
校

生
徒
の
農
業
実
習
や
試
験
栽
培
に
も
利
用
さ
れ
た
。
一
九
〇
一
年
の
配
置
図
（p.a.286

）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
牛
舎
、
牛
酪
製
造
所
、

綿
羊
舎
、
厩
な
ど
の
主
た
る
農
場
施
設
は
ロ
の
字
型
に
配
置
さ
れ
、
官
舎
や
生
徒
寄
宿
舎
（p.a.293

）、
器
械
庫
、
事
務
所
、
教
場
（p.

a.288

）
な
ど
は
、
川
の
東
地
区
に
配
置
さ
れ
た
。
第
一
農
場
は
、
北
八
条
キ
ャ
ン
パ
ス
新
校
舎
建
設
に
伴
い
、
一
九
〇
一
年
以
降
、

理
学
部
北
側
一
帯
に
移
転
し
た
。

第
五
節

演
武
場
と
観
象
台

一
八
七
八
年
十
月
十
六
日
、
開
拓
長
官
黒
田
清
隆
、
校
長
調
所
広
丈
臨
席
の
下
、
演
武
場
の
竣
工
開
業
式
（p.a.006

）
が
挙
行
さ
れ

た
。
講
堂
と
寄
宿
所
と
の
間
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
、
現
在
の
北
二
条
通
の
路
上
と
北
側
付
近
に
建
設
さ
れ
た
こ
の
演
武
場（p.a.008

）

は
、
同
年
六
月
に
着
工
さ
れ
た
。
建
坪
一
一
三
坪
五
五
、
玄
関
ポ
ー
チ
二
坪
七
七
五
、
階
上
は
操
練
室
、
武
器
室
、
階
下
は
博
物
標
本

陳
列
室
と
標
本
整
理
室
、
玄
関
ホ
ー
ル
左
右
に
二
教
室
を
配
置
し
た
。
階
上
の
操
練
室
は
、
兵
学
教
練
の
ほ
か
、
雨
天
体
操
場
と
し
て
、
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ま
た
卒
業
式
や
集
会
、
講
演
会
場
な
ど
の
文
化
施
設
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。
一
九
〇
一
年
五
月
十
四
日
に
挙
行
さ
れ
た
創
立
二
五
年

記
念
祝
賀
会
（p.a.605

）
も
こ
の
講
堂
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

演
武
場
の
外
観
は
簡
素
で
装
飾
も
少
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
で
流
行
し
た
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ゴ
シ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
ス
タ
イ
ル
の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
軒
先
の
飾
り
歯
形
飾
り
（
バ
ー
ジ
ボ
ー
ド
）
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
屋
根
上
に
は
、
現
在
の
時
計
塔
よ
り
も
ず
っ
と
小
さ

な
鐘
楼
が
の
っ
て
い
た
。
一
八
八
一
年
五
月
、
ハ
ワ
ー
ド
社
に
注
文
の
時
計
が
予
想
以
上
に
大
き
く
、
玄
関
正
面
部
を
壊
し
鐘
楼
を
撤

去
し
、
基
礎
部
分
か
ら
時
計
塔
の
改
造
工
事
を
開
始
、
同
年
六
月
に
農
学
校
教
師
Ｃ
・
Ｈ
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
の
監
督
の
下
で
大
時
計
が
取

り
付
け
ら
れ
、
八
月
初
め
に
作
業
は
完
了
し
た
。
経
費
は
一
三
二
九
円
六
八
二
で
あ
っ
た
。
取
り
付
け
ら
れ
た
大
時
計
と
連
動
す
る
自

鳴
鐘
は
、
市
民
に
正
確
な
時
刻
を
知
ら
せ
る
標
準
時
計
の
役
割
も
果
た
し
た
。

時
計
の
修
正
に
は
当
時
の
平
均
太
陽
時
を
も
と
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
天
文
観
測
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
一
八
七
九
年

五
月
に
講
堂
の
北
側
前
面
に
設
け
ら
れ
た
八
角
形
平
面
の
観
象
台
（p.a.013

）
は
、
天
文
学
の
授
業
に
使
用
さ
れ
た
ほ
か
、
経
緯
度
の

天
測
か
ら
正
確
な
時
刻
を
測
定
し
た
。
観
象
台
に
は
翌
八
〇
年
、
転
鏡
経
緯
儀
が
備
え
ら
れ
た（
秋
月
俊
之「
札
幌
農
学
校
と
時
計
台
」

『
時
計
台
』
二
二
七
ペ
ー
ジ
）。

演
武
場
の
時
計
に
つ
い
て
は
、
一
八
八
三
年
、
炭
礦
鉄
道
事
務
所
か
ら
停
車
場
の
標
準
時
あ
わ
せ
に
そ
れ
ま
で
の
地
理
課
時
計
か
ら

札
幌
農
学
校
の
時
計
に
変
更
す
る
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
さ
れ
て
い
る
（『
北
大
百
年
史
』
札
幌
農
学
校
史
料

（
一
）、
六
五
八
ペ
ー
ジ
）。
さ
ら
に
八
八
年
一
月
に
は
、
演
武
場
の
大
時
計
は
、
札
幌
の
標
準
時
計
と
す
る
こ
と
が
告
示
さ
れ
た
が
、

こ
の
こ
ろ
に
は
観
象
台
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
ず
、
九
三
年
に
は
完
全
に
破
損
し
（
前
掲
秋
月
論
文
、
二
二
九
ペ
ー
ジ
）、
九
七
年
こ
ろ

に
は
姿
を
消
し
た
と
い
う
（
前
掲
越
野
論
文
、
六
五
一
ペ
ー
ジ
）。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
諸
施
設
の
す
べ
て
が
写
る
写
真
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
ら
な
い
が
、
開
拓
使
編
纂
『
北
海
道
志
』
巻
二
七
（
一

八
八
四
年
）
所
収
の
鳥
瞰
図
的
絵
図
（p.a.014

）
で
、
八
二
年
こ
ろ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
の
変
化
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と
し
て
は
、
新
北
講
堂
（
八
九
年
）
の
改
築
く
ら
い
で
あ
る
。

第
六
節

開
拓
使
廃
止
後
の
札
幌
農
学
校
キ
ャ
ン
パ
ス

札
幌
農
学
校
は
、
一
八
八
二
年
三
月
に
農
商
務
省
所
管
、
同
年
七
月
農
商
務
省
農
務
局
に
、
さ
ら
に
翌
八
三
年
二
月
農
商
務
省
北
海

道
事
業
管
理
局
に
転
轄
さ
れ
て
い
る
。
八
六
年
一
月
の
北
海
道
事
業
管
理
局
の
廃
止
、
北
海
道
庁
の
設
置
に
伴
い
、
二
月
二
十
八
日
に

は
北
海
道
庁
管
轄
と
な
り
、
九
四
年
に
文
部
省
直
轄
学
校
と
な
り
、
翌
九
五
年
四
月
一
日
文
部
省
に
転
管
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
管
轄
の

変
化
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
化
に
お
い
て
大
き
な
要
因
と
は
な
ら
ず
、
一
九
〇
三
年
七
月
三
十
日
、
農
黌
園
の
あ
っ
た
現
在
の
大
学
敷
地

に
、
北
八
条
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
校
舎
群
が
竣
工
し
移
転
す
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

北
八
条
へ
の
移
転
の
理
由
は
、
北
一
条
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
市
街
地
化
が
進
み
、
敷
地
も
狭
隘
に
な
っ
た
こ
と
、
学
校
施
設
の
傷
み

が
激
し
く
な
り
、
た
び
た
び
改
築
の
要
望
が
出
て
い
た
が
、
大
学
昇
格
運
動
の
起
こ
っ
て
い
た
学
校
敷
地
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、

火
災
の
危
険
が
あ
る
、
市
区
改
正
に
よ
っ
て
農
学
校
敷
地
が
分
断
さ
れ
る
、
な
ど
の
背
景
が
あ
っ
た
。
施
設
の
老
朽
化
は
、
す
で
に
一

八
八
五
年
に
み
ら
れ
、
校
舎
や
演
武
場
は
「
土
台
木
材
ニ
シ
テ
朽
腐
シ
稍
稍
々
傾
斜
ヲ
見
ル
ニ
依
リ
」（『
北
大
百
年
史
』
札
幌
農
学
校

史
料
（
一
）、
七
七
九
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。

一
八
九
二
年
大
火
直
前
の
様
子
を
示
す
九
一
年
「
札
幌
市
街
之
図
」（『
札
幌
歴
史
地
図
（
明
治
編
）』
一
七
ペ
ー
ジ
）
で
み
る
と
、

北
一
条
通
の
南
側
に
豊
平
館
（
八
〇
年
）、
創
成
小
学
校
（
七
六
年
）、
北
一
条
西
三
丁
目
に
札
幌
尋
常
師
範
学
校
（
八
三
年
）、
同
附

属
小
学
校
、
さ
ら
に
北
一
条
西
三
丁
目
に
札
幌
女
学
校
・
女
子
小
学
校
（
八
九
年
）
な
ど
、
一
大
文
教
地
区
を
形
成
し
て
い
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
が
、
北
八
条
に
移
転
後
、
新
北
講
堂
は
、
辺
見
病
院
や
創
成
病
院
に
転
用
さ
れ
、
一
九
五
五
年
頃
ま
で
遺
存
し
て
い
た

と
い
う
（
前
掲
越
野
論
文
、
六
五
二
ペ
ー
ジ
）。
演
武
場
は
、
一
九
〇
六
年
八
月
買
収
費
一
〇
〇
〇
円
で
札
幌
農
学
校
か
ら
札
幌
区
に
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移
管
さ
れ
る
と
と
も
に
、
北
二
条
通
敷
設
の
た
め
に
、
元
の
位
置
か
ら
南
側
へ
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
現
在
地
へ
と
移
築
さ
れ
た
。
そ

の
後
何
度
か
移
転
問
題
が
現
れ
て
は
消
え
た
が
、
い
ま
や
市
民
に
親
し
ま
れ
る
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
北
海
道
大
学

誕
生
の
地
と
し
て
、
札
幌
農
学
校
北
一
条
キ
ャ
ン
パ
ス
の
痕
跡
を
残
す
唯
一
の
記
憶
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
章

北
八
条
キ
ャ
ン
パ
ス
の
誕
生

（
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
第
Ⅰ
期
）

一
九
〇
三
〜
一
九
一
八
年

本
章
で
対
象
と
す
る
、
後
期
札
幌
農
学
校
お
よ
び
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
時
代
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
先
に
越
野
武
に
よ
る
詳
細

な
報
告
が
あ
り
（
前
掲
越
野
論
文
）、
諸
建
築
の
概
要
に
と
ど
ま
ら
ず
、
設
計
者
や
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
に
つ
い
て
の
考
察
も
行
な
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
報
告
の
暫
く
後
に
、
北
海
道
大
学
事
務
局
の
図
面
倉
庫
よ
り
、
こ
の
期
間
の
諸
建
築
に
関
連
す
る
建
築
一
件

書
類
が
発
見
さ
れ
た
。
建
築
一
件
書
類
と
は
、
建
築
工
事
に
関
わ
る
入
札
・
落
札
な
ど
の
契
約
関
係
書
類
、
仕
様
書
、
積
算
書
な
ど
の

簿
冊
の
ほ
か
に
設
計
図
面
も
含
ん
だ
一
連
の
書
類
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
よ
り
、
設
計
母
体
で
あ
る
文
部
大
臣
官
房
建
築
掛
札

幌
出
張
所
と
本
省
と
の
関
連
、
入
札
お
よ
び
落
札
の
様
子
、
施
工
者
、
各
建
築
の
細
部
意
匠
、
仕
様
変
更
の
様
子
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
先
の
報
告
と
の
重
複
を
避
け
る
こ
と
も
鑑
み
て
、
新
規
発
見
史
料
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
紹
介
す
る
こ
と

に
重
点
を
置
き
、
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
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